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一
、
大
日
本
帝
国
と
先
住
民
の
懐
柔

「
台
湾
」
と
い
う
と
き
の
「
台
湾
」
が
、「
大
員
」
と
同
様
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
地

名
へ
の
「
あ
て
字
」
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
し
た
ら①
、本
州
流
の
命
名
法
の
流
用
で
「
北

海
道
」
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
島②
を
、
た
と
え
ば
「
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
」
の

名
前
で
呼
ん
だ
と
し
て
も
、
さ
ほ
ど
突
飛
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
花
崎
皐

平
は
、
こ
の
「
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
」
の
「
モ
シ
リ
」
を
「
静
か
な
大
地
」
と
い
う
ふ
う

に
意
訳
し
て
み
せ③
、
作
家
・
池
澤
夏
樹
は
、
そ
れ
を
受
け
、
明
治
初
期
の
開
拓
者
と

先
住
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
流
を
描
い
た
小
説
を
、
そ
の
ま
ま
『
静
か
な
大
地④
』
と
題

し
た
の
だ
っ
た
。

も
っ
と
も
、「
内
地
」
か
ら
来
る
開
拓
者
が
「
屯
田
兵
」
の
名
で
武
装
し
て
い
た
の

と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
す
か
の
よ
う
な
先
住
ア
イ
ヌ
民
族
の「
平
和
＝
非
好
戦
主
義
」

な
る
も
の
は
、
そ
れ
こ
そ
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』（
一
九
二
三
）
の
知
里
幸
恵
か
ら
産
み

出
さ
れ
た
「
創
ら
れ
た
伝
統
」
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

―
《
そ
の
昔
こ
の

広
い
北
海
道
は
、
私
た
ち
の
先
祖
の
自
由
の
天
地
で
あ
り
ま
し
た
。
天
真
爛
漫
な
稚

児
の
様
に
、
美
し
い
大
自
然
に
抱
擁
さ
れ
て
の
ん
び
り
と
楽
し
く
生
活
し
て
い
た
彼

等
は
、
真
に
自
然
の
寵
児
、
な
ん
と
い
ふ
幸
福
な
人
た
で
あ
つ
た
で
し
や
う⑤
。》。
違

星
北
斗
の
次
の
よ
う
な
言
葉
も
、
あ
る
意
味
で
は
、
こ
の
神
話
形
成
に
加
担
し
た
と

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う

―
《
ア
イ
ヌ
か
ら
は
大
西
郷
も
出
な
か
っ
た
。
ア
イ
ヌ
に
は

乃
木
将
軍
も
居
な
か
っ
た
。
一
人
の
偉
人
を
も
出
さ
な
か
っ
た
の
は
実
に
残
念
で
あ

る
。
併
し
、
吾
人
は
失
望
し
な
い
。
せ
め
て
も
の
誇
り
は
不
逞
ア
イ
ヌ
の
一
人
も
出

な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
／
〝
朴
烈
や　

難
波
大
助　

ア
イ
ヌ
か
ら
／
出
な
か
っ
た
事   

せ
め
て
誇
ら
う⑥
〞》。

し
か
し
、
金
田
一
京
助
が
収
集
し
た
「
虎い

た
ど
り

丸
」
や
「
葦
丸
」
な
ど
、
ア
イ
ヌ
の

英
雄
伝
説
を
み
る
に
つ
け
て
も
、
ア
イ
ヌ
の
伝
承
の
な
か
に
は
勇
敢
さ
を
称
え
ら
れ

る
武
将
が
数
々
登
場
す
る
。
要
す
る
に
、
ア
イ
ヌ
は
「
征
夷
大
将
軍
」
を
名
乗
っ
て

本
州
か
ら
四
国
・
九
州
を
「
平
定
」
す
る
よ
う
な
強
大
な
政
治
権
力
が
成
立
す
る
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
民
族
そ
の
も
の
が
「
平
和
」
を
愛
す
る
民
族

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
「
戦
争
と
平
和
」
と
い
う
二
項
対
立
的
な
図
式
に
縛
ら
れ

た
思
考
法
で
あ
っ
て
、
強
大
な
権
力
を
誇
っ
た
「
ヤ
マ
ト
」
こ
そ
が
戦
乱
に
明
け
暮

れ
る
先
住
ア
イ
ヌ
民
族
を
「
平
定
」
し
た
と
い
う
説
明
も
ま
た
可
能
な
の
で
あ
る
。

「
平
和
」
と
は
、
圧
倒
的
な
武
力
を
用
い
た
「
平
定
」
に
す
ぎ
ず
、
そ
う
し
た
「
圧
倒

的
な
武
力
」
の
集
中
の
な
い
地
域
こ
そ
、
か
え
っ
て
内
紛
の
絶
え
な
い
世
界
で
あ
り

う
る
の
だ
。
要
す
る
に
「
戦
争
と
平
和
」
と
い
う
二
項
対
立
は
、
む
し
ろ
「
平
定
と

抵
抗
」
の
対
抗
関
係
と
考
え
る
べ
き
で
、
今
日
も
時
代
は
ま
す
ま
す
そ
う
い
っ
た
理

解
図
式
の
前
景
化
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
ら
く
「
蝦
夷
地
」
の
名
で
呼
び

習
わ
さ
れ
た
地
域
は
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
（
一
四
五
七
）
や
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン

の
戦
い
（
一
六
六
九
）
と
い
っ
た
、
後
腐
れ
を
残
す
衝
突
を
重
ね
る
う
ち
に
「
平
定
」

が
完
成
形
へ
と
近
づ
き
、「
北
海
道
開
拓
使
」
の
設
置
（
一
八
六
九
）
は
、
そ
の
終
着

点
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
要
す
る
に
、
そ
の
時
点
で
、「
ア
イ
ヌ

先
住
民
文
学
の
始
ま
り

―
『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
の
評
価
に
つ
い
て

西　
　
　

成　

彦
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モ
シ
リ
」
は
「
日
本
」
と
い
う
法
治
国
家
の
「
一
部
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
以
降
の
近
代
日
本
は
、
西
洋
列
強
の
例
に
倣
っ
て
、
急
速
な
版
図
拡
大
を
目

指
し
た
。
内
地
防
衛
を
目
的
と
し
た
周
縁
地
域
の
「
要
砦
化
」
と
言
っ
て
も
い
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、北
海
道
の
「
領
有
」
と
ア
イ
ヌ
土
着
民
の
「
同
化
」
は
、

そ
の
後
の
企
み
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
、
清
国
領
だ
っ
た
台
湾
へ
の
出
兵

（
一
八
七
四
）、
李
氏
朝
鮮
と
の
あ
い
だ
に
起
こ
っ
た
軍
事
衝
突
（
＝
江
華
島
事
件
）

（
一
八
七
五
）、
ま
た
、
さ
ら
に
は
「
琉
球
処
分
」（
一
八
七
一
〜
七
九
）
が
続
い
た
。
日

清
戦
争
の
戦
果
と
し
て
割
譲
が
決
ま
っ
た
台
湾
へ
の
日
本
軍
上
陸
は
、
大
日
本
帝
国

の
新
し
い
「
平
定
作
戦
」
の
始
ま
り
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
平
定
作
戦
」

に
は
、
か
な
ら
ず
小
規
模
な
衝
突
が
つ
き
ま
と
う
も
の
だ
っ
た
。
反
抗
の
機
会
を
窺

う
武
装
勢
力
と
の
「
冷
戦
」
が
続
い
た
と
言
っ
て
も
い
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
、
台
湾
の
現
地
人
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
一
様
な
「
台
湾
人
」
な
ど

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
が
「
発
見
」
し
、

対
岸
の
福
建
地
方
か
ら
も
華
人
が
移
り
住
み
始
め
る
よ
う
に
な
る
以
前
か
ら
、
こ
の

島
に
は
、
い
か
な
る
「
新
参
者
」
に
と
っ
て
も
、
島
を
「
平
定
」
す
る
上
で
は
避
け

て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
が
棲
み
つ
い
て
い
た
の
だ
。
同
じ
く
「
平
定
者
」
と

し
て
島
に
や
っ
て
き
た
日
本
軍
は
、
華
人
と
「
原
住
民
」
の
あ
い
だ
の
対
立
状
況
を

巧
み
に
利
用
し
て
、「
分
断
統
治
」
を
試
み
、
し
か
も
、「
原
住
民
」
の
「
平
定
」
に

あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て
の
清
国
よ
り
も
自
分
た
ち
の
方
が
手
腕
に
長
け
て
い
る
と
い

う
傲
り
を
抱
い
て
い
た
。
北
海
道
ア
イ
ヌ
（
＝
旧
土
人
）
の
「
同
化
」
に
成
果
を
上
げ

た
と
い
う
自
負
に
基
づ
く
傲
り
で
あ
る
。
南
方
台
湾
の
「
生
蕃
」
も
ま
た
、
北
方
の

「
旧
土
人
」
と
同
じ
く
、早
い
う
ち
に
日
本
の
統
治
に
服
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
論
は
、
二
〇
世
紀
の
日
本
文
学
が
列
島
（
＝
「
琉
球
弧
」）
南
端
・
北
端
の
「
先

住
民
族
」
に
与
え
た
表
象
の
来
る
べ
き
比
較
に
向
け
た
一
種
の
助
走
で
あ
る
。

二
、「
植
民
地
文
学
」
の
四
類
型

植
民
地
台
湾
へ
の
日
本
語
の
侵
入
は
、
北
海
道
へ
の
そ
れ
を
後
追
い
す
る
よ
う
な

形
を
と
っ
た
。
私
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
こ
と
が
あ
る

―
《
北
海
道
（
千
島
・
南

樺
太
）
が
産
み
出
し
た
明
治
以
降
の
文
学
は
、
先
住
民
族
が
後
発
の
入
植
者
に
よ
る

政
治
的
・
文
化
的
圧
力
に
屈
し
た
世
界
各
地
の
例
に
洩
れ
ず
、
次
の
四
タ
イ
プ
に
大

別
で
き
る⑦
。》

台
湾
に
は
、漢
詩
を
核
に
据
え
た
古
典
的
な
文
芸
形
式
が
定
着
し
て
い
た
（
台
湾
領

有
後
に
は
日
本
人
も
こ
う
し
た
伝
統
を
「
継
承
」
し
た⑧
）
し
、
中
国
大
陸
で
の
白
話
文
の

発
達
に
呼
応
す
る
文
芸
運
動
も
少
し
ず
つ
根
づ
く
よ
う
に
な
る
た
め
、こ
う
し
た「
華

語
文
化
」
に
あ
た
る
も
の
を
考
え
る
と
、
台
湾
と
北
海
道
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
は

少
な
か
ら
ず
無
理
が
あ
る
の
だ
が
、
逆
に
、
そ
の
部
分
を
取
り
除
い
て
、「
原
住
民
」

の
文
学
だ
け
を
取
り
出
し
て
見
て
み
る
と
、「
先
住
民
族
」
の
支
配
文
化
へ
の
「
同

化
」
の
度
合
い
に
差
は
あ
っ
て
も
、
両
地
域
は
相
似
形
を
示
し
て
い
る
と
言
え
な
い

だ
ろ
う
か
。

以
下
に
、「
四
類
型
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
さ
ら
に
引
い
て
お
く
。

一
、
移
住
（
入
植
）
者
た
ち
の
文
学
：
旧
士
族
を
母
体
と
す
る
屯
田
兵
に
始
ま
り
、

大
規
模
農
場
の
拡
大
や
、
鉱
工
業
や
漁
業
の
近
代
化
と
と
も
に
導
入
さ
れ
た
労
働

者
（
こ
こ
に
は
後
に
朝
鮮
半
島
出
身
者
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
）
が
、
北
海

道
文
学
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と
な
る
。
有
島
武
郎
の
『
カ
イ
ン
の
末
裔
』

（
一
九
一
七
）
や
小
林
多
喜
二
の
『
蟹
工
船
』（
一
九
二
九
）、李

成
の
『
ま
た
ふ
た

た
び
の
道
』（
一
九
六
九
）
あ
た
り
が
代
表
作
だ
。

二
、
布
教
や
学
術
調
査
の
名
の
下
に
訪
れ
た
知
識
人
に
よ
る
先
住
民
族
文
化
の
調

査
報
告
：
英
国
人
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・

ピ
ウ
ス
ー
ツ
キ
、
日
本
人
言
語
学
者
金
田
一
京
助
な
ど
が
、
先
駆
者
で
あ
る
。
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三
、
上
記
の
知
識
人
の
知
遇
を
得
る
な
ど
し
て
、
先
住
民
族
の
な
か
か
ら
登
場
し

た
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
表
現
者
た
ち
：『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』（
一
九
二
三
）
の
編
訳
者
、

知
里
幸
惠
や
、『
若
い
同
族
（
ウ
タ
リ
）
の
た
め
に
』（
一
九
三
一
）
の
歌
人
、バ
チ
ェ

ラ
ー
八
重
子
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
彼
女
ら
は
植
民
地
主
義
国
家
日
本
の
多
言
語
・

多
文
化
主
義
的
な
国
策
に
追
従
し
た
か
に
見
え
る
が
、
ま
ず
は
「
滅
び
行
く
ア
イ

ヌ
」
と
い
う
固
定
観
念
に
対
し
、
文
字
表
現
を
通
し
て
抗
っ
た
ア
イ
ヌ
系
表
現
者

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

四
、
北
海
道
と
い
う
土
地
の
外
地
性
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
内
地
人

作
家
の
実
験
：
中
條
百
合
子
の
『
風
に
乗
っ
て
く
る
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
』（
執
筆

一
九
一
八
）
や
、
小
熊
秀
雄
の
『
飛
ぶ
橇
』（
一
九
三
五
）、
鶴
田
知
也
の
『
コ
シ
ャ

マ
イ
ン
記
』（
一
九
三
六
）
と
い
っ
た
初
期
の
試
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
武
田
泰

淳
の『
森
と
湖
の
ま
つ
り
』（
一
九
五
八
）や
池
澤
夏
樹
の『
静
か
な
大
地
』（
二
〇
〇
三
）

な
ど
は
、
先
住
民
族
を
内
に
か
か
え
こ
ん
だ
国
民
国
家
の
構
成
員
が
果
た
す
べ
き

使
命
を
批
判
的
に
と
ら
え
か
え
す
現
代
文
学
の
も
う
ひ
と
つ
の
最
前
線
で
あ
る
。

は
た
し
て
こ
の
「
四
類
型
」
は
、
い
く
つ
も
の
先
住
民
族
が
奥
地
に
雑
居
す
る
植

民
地
台
湾
の
文
学
遺
産
を
一
望
に
収
め
る
の
に
、
ど
れ
ほ
ど
役
立
つ
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
日
本
語
で
書
か
れ
た
台
湾
文
学
」
と
は
、
日
本
人
旅
行
者
や
現
地
滞
在
者

も
し
く
は
入
植
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
お
も
に
華
人
系
の
「
本
島
人
」
を
も
含
め
た

多
様
な
出
自
を
持
つ
作
家
た
ち
の
「
合
作
」
だ
っ
た⑨
。
か
り
に
「
先
住
民
族
」
を
こ

そ
「
真
の
台
湾
人
」
だ
と
み
な
し
た
場
合
、佐
藤
春
夫
の
「
女
誡
扇
綺
譚
」（
一
九
二
五
）

か
ら
呂
赫
若
の
「
清
秋
」（
一
九
四
四
）
ま
で
が
、新
旧
の
「
移
住
（
入
植
）
者
た
ち
の

文
学
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
華
人
系
の
日
本
語
文
学
の
扱
い
が
ね
じ
れ
て

い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
論
で
は
「
原
住
民
」
を
焦
点
化
す

る
た
め
に
、「
華
人
」
を
す
ら
「
入
植
者
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
収
め
て
し
ま
う
と
い
う

無
謀
を
、
敢
え
て
犯
そ
う
と
思
う
。
少
な
く
と
も
日
本
統
治
期
に
は
、
上
記
の
「
タ

イ
プ
三
」
に
分
類
で
き
る
よ
う
な
一
人
の
作
家
も
生
み
出
す
こ
と
が
な
か
っ
た
台
湾

の
「
原
住
民
」
の
「
未
開
性
」
に
比
べ
て
、
同
じ
被
植
民
者
で
あ
っ
た
と
は
言
っ
て

も
漢
字
圏
の
基
礎
教
養
を
共
有
し
て
い
た
華
人
系
の
台
湾
人
と
日
本
人
エ
リ
ー
ト
と

は
、文
字
の
共
有
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
共
通
性
（
＝
共
犯
性
）
を
示
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
光
復
」
後
の
台
湾
の
「
中
華
民
国
化
」
も

ま
た
新
し
い
植
民
地
支
配
の
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
、現
在
の
「
台
湾
文
学
」

な
る
も
の
も
、「
原
住
民
文
学⑩
」
を
除
け
ば
、「
移
住
（
入
植
）
者
た
ち
の
文
学
」
以
外

の
何
も
の
で
も
な
い
。
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
文
学
の
大
半

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
で
あ
る
。

そ
し
て
、
日
本
統
治
期
の
台
湾
で
、
先
住
民
文
化
の
掘
り
起
こ
し
に
あ
ず
か
っ
て

力
あ
っ
た
の
は
、『
台
湾
蕃
族
図
譜
』（
一
九
一
五
）
や
『
台
湾
蕃
族
誌
』（
第
一
巻
、

一
九
一
七
）の
森
丑
之
助⑪
、あ
る
い
は『
原
語
に
よ
る
台
湾
高
砂
族
伝
説
集
』（
一
九
三
五
）

の
台
北
帝
国
大
学
言
語
学
研
究
室⑫
な
ど
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
だ
っ
た
。
日
本
の

ア
イ
ヌ
研
究
が
バ
チ
ェ
ラ
ー
や
ピ
ウ
ス
ー
ツ
キ
の
後
を
追
う
も
の
で
あ
っ
た
の
と
は

違
い
、
台
湾
の
「
蕃
族
」
に
関
し
て
は
、
日
本
人
の
仕
事
が
「
光
復
」
後
の
台
湾
に

お
け
る
研
究
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
「
タ
イ
プ
四
」
な
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
「
タ
イ
プ
一
」
の
な
か
で
「
原
住

民
」
に
こ
そ
「
台
湾
ら
し
さ
」
を
見
よ
う
と
し
た
一
群
の
作
品
が
含
ま
れ
る
。
し
か

し
、
日
本
統
治
期
の
「
原
住
民
も
の
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
内
地
人
作
家
に
よ
っ

て
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
本
島
人
作
家
の
な
か
で
「
原
住
民
」
の
な
か

に
「
台
湾
ら
し
さ
」
の
証
を
見
出
そ
う
と
し
た
も
の
は
、見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ロ
バ
ー
ト
・
テ
ィ
ア
ニ
ー
さ
ん
が
『
野
生
の
亜
熱
帯
』T

rop
ics of S

a
va

gery
（
二
〇
一
〇
）
の
な
か
で
扱
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、佐
藤
春
夫
の
「
魔
鳥
」（
一
九
二
三
）

や
「
霧
社
」（
一
九
二
五
）
か
ら
大
鹿
卓
の
「
野
蛮
人
」（
一
九
三
六
）、中
村
地
平
「
霧

の
蕃
社
」（
一
九
三
九
）
ま
で
、
内
地
人
が
残
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

「
野
蛮
人
を
飼
い
馴
ら
そ
う
」tam

in
g savages

と
す
る
植
民
地
主
義
者
の
欲
望
が
、
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「
文
明
を
棄
て
て
で
も
野
蛮
へ
と
近
づ
こ
う
」goin

g n
ative

と
す
る
欲
望⑬
に
よ
っ
て

裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。「
反
乱
」
と
「
鎮
圧
」
と
い
う
血
腥
い
出

来
事
を
迂
回
し
て
進
む
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
想
像
力
が
そ
こ
で
は
試
さ
れ
て

い
た
。「
平
定
」と
い
う
作
戦
が
緊
迫
感
を
持
っ
て
遂
行
さ
れ
る
場
所
で
何
が
起
こ
り

う
る
の
か
を
考
え
る
上
で
、
植
民
地
台
湾
と
い
う
場
所
は
、
き
わ
め
て
範
例
的
な
場

所
だ
っ
た
の
で
あ
る⑭
。

三
、「
な
り
す
ま
し
」
の
文
学

以
下
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
一
九
三
六
年
に
公
刊
さ
れ
、
芥
川
賞
（
第
二
回
）
の

対
象
作
と
な
っ
た
鶴
田
知
也
の
『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記⑮
』
で
あ
る
。
鶴
田
は
、
そ
れ
ま

で
左
派
に
属
す
る
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
同
作
で
は
被
抑
圧
民
族
と
し
て

の
ア
イ
ヌ
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
帝
国
主
義
批
判
で
あ
る
に
は
あ
っ

た
が
、
同
時
に
、
金
田
一
京
助
が
徐
々
に
世
に
問
お
う
と
し
て
い
た
種
類
の
「
カ
ム

イ
・
ユ
ー
カ
リ
」
の
向
こ
う
を
張
る
か
の
よ
う
な
野
心
的
試
み
で
も
あ
っ
た
。
過
去

に
北
海
道
八
雲
町
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
歴
に
、
植
民
地
朝
鮮
を
旅
し
た

経
験
が
合
わ
さ
る
形
で
こ
の
作
品
は
誕
生
し
た
と
は
、
川
村
湊
氏
の
読
み
で
あ
る⑯
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
に
関
し
て
、
北
海
道
の
詩
人
で
あ
る
更

科
源
蔵
が
、
興
味
深
い
思
い
出
を
書
き
残
し
て
い
る
。

あ
る
時
「
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
」
の
伝
承
と
い
う
の
が
、
ア
イ
ヌ
語
で
発
表
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

イ
ワ
ナ
イ
コ
タ
ン　

コ
タ
ン
コ
ロ　

オ
ッ
テ
ナ　

シ
ク
フ　

ニ
シ
パ　

ア
ナ

ク
ネ　

ラ
ム
ピ
リ
カ　

ニ
シ
パ　

ネ
テ
ク
、　

ア
シ
ル　

ア
シ　

パ
セ
ニ
シ
パ

ネ
イ
ル
ネ　

パ　

カ　

オ
ン
ネ　

ク
ル
ネ
ワ　

オ
カ
イ
キ
。
…
…

（
岩
内
部
落
の
酋
長
、
シ
ク
フ
は
心
の
正
し
い
、
衆
に
す
ぐ
れ
た
有
名
な
人
で
、
年
も

老
境
に
達
し
た
人
で
あ
っ
た
。）

私
は
オ
ヤ
と
思
っ
た
。
こ
れ
は
た
し
か
に
何
か
で
よ
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
鶴
田
知
也
の
『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
の
第
二
章
の
書
き
出
し
に
似
て
い
る
。

そ
こ
で
鶴
田
氏
に
手
紙
を
出
し
て
、
そ
れ
が
彼
の
若
い
日
に
過
ご
し
た
八
雲
で

の
伝
承
か
ら
取
材
し
た
か
ど
う
か
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
虚
構
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
誰
か
ア
イ
ヌ
語
の
で
き
る
人
が
、
日
本
人
の

小
説
を
ア
イ
ヌ
語
に
翻
訳
し
た
の
だ
っ
た⑰
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
が
い
か
に
「
伝
承
」
の
現
代
語
訳
を

思
わ
せ
る
書
き
っ
ぷ
り
に
な
っ
て
い
る
か
を
十
分
に
語
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
こ

そ
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
「
再
話
」
だ
と
長
い
間
考
え
ら
れ
て
き
た
「
雪
女
」

Y
u

kion
n

a

の
話
が
、じ
つ
は
ハ
ー
ン
の
創
作
が
元
に
な
っ
て
、そ
の
後
に
民
間
伝
承

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
と
す
る
遠
田
勝
氏
の
説
を
思
わ
せ
る

《
口
碑
化⑱
》
が
、
こ
こ
で
は
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

《
詩
人
と
は
な
り
す
ま
す
人
だ
》O

 poeta é u
m

 fin
gidor

と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
詩
人
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ペ
ソ
ア
の
有
名
な
詩
句⑲
だ
が
、
鶴
田
知
也
の
同
時
代
で

一
種
の
「
な
り
す
ま
し
」
を
成
功
さ
せ
た
作
家
の
ひ
と
り
に
中
西
伊
之
助
が
い
る
。

『
赭
土
に
芽
ぐ
む
も
の
』（
一
九
二
二
）
で
、植
民
地
朝
鮮
を
舞
台
に
し
た
長
篇
を
完
成

さ
せ
、
し
か
も
主
人
公
二
人
を
日
本
人
の
新
聞
記
者
と
朝
鮮
人
の
貧
農
に
割
り
振
る

と
い
う
果
敢
な
実
験
を
試
み
た
中
西
は
、つ
づ
く
『
汝
等
の
背
後
か
ら
』（
一
九
二
四
）

で
は
、
日
本
人
が
も
は
や
脇
役
で
し
か
登
場
し
な
い
小
説
を
日
本
語
で
書
き
、
そ
の

朝
鮮
語
訳
が
間
も
な
く
完
成
し
て
、「
日
本
語
文
学
」
な
る
も
の
の
同
一
性
が
い
つ
し

か
揺
ら
ぎ
始
め
る
と
い
う
現
象
を
引
き
起
こ
し
た⑳
の
だ
っ
た
。

他
方
、鶴
田
知
也
の
挑
戦
は
、『
ア
イ
ヌ
叙
事
詩　

ユ
ー
カ
ラ
の
研
究
』（
一
九
三
一
）

に
結
実
し
た
金
田
一
京
助
の
ア
イ
ヌ
伝
承
研
究
、
そ
し
て
英
雄
叙
事
詩
の
日
本
語
訳

（
そ
れ
は
擬
古
文
で
あ
っ
た
が
）
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
要
す
る
に
伝
承
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を
現
代
語
訳
し
た
か
の
よ
う
に
み
せ
か
け
つ
つ
、
帝
国
日
本
の
支
配
と
搾
取
を
告
発

す
る
批
評
性
を
作
中
に
埋
め
こ
も
う
と
め
ざ
し
た
の
が
『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
日
本
で
書
か
れ
た
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、《
カ
ピ
ナ
ト
リ
》
と
い
う
名

の
ア
イ
ヌ
の
《
巫
女
》
が
祖
母
か
ら
《
授
っ
て
》、
後
世
に
伝
え
た
《
神
伝
》（
七
頁
）

だ
と
み
せ
か
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
「
ア
イ
ヌ
（
語
）
文
学
」
の
「
日
本
語
訳
」
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
冒
険
は
、
金
田
一
が
収
集
し
た
「
虎

丸
」
の
そ
れ

に
も
ど
こ
か
似
て
い
る
し
、
同
時
に
、
源
義
経
の
悲
劇
に
も
似
て
い
る
。
つ
ま
り
、

『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
に
は
、
ア
イ
ヌ
の
「
英
雄
叙
事
詩
」
の
味
わ
い
と
、
日
本
の

「
軍
記
物
」
の
味
わ
い
が
同
居
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、そ
こ
に
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
作
家
で
あ
っ
た
鶴
田
の
帝
国
主
義
批
判
が
加
味
さ
れ
て
、
き
わ
め
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
歴
史
小
説
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

十
五
章
か
ら
な
る
作
品
の
最
後
の
三
章
に
は
、「
ア
イ
ヌ
の
地
」
で
あ
っ
た
は
ず
の

地
に
入
り
こ
ん
で
き
た
「
和シ

ャ
モ人

」
が
登
場
す
る
。

第
十
三
章
で
は
、「
和シ

ャ
モ人

」
を
前
に
し
た
ア
イ
ヌ
の
劣
等
意
識
が
次
の
よ
う
に
語
ら

れ
て
い
る
。

「〔
…
〕こ
の
国モ

シ
リ土

の
六
倍
も
あ
る
海
の
向
う
の
国
土
が
、只
一
人
の
酋
長
に
よ
っ

て
宰
領
さ
れ
て
い
る
の
に
、
俺
達
は
昔
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
部
落
に
分
か
れ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
俺
達
が
オ
ロ
ッ
コ
族
よ
り
強
い
よ
う
に
、
日
本
族
は
俺
達

よ
り
も
強
い
の
だ
。
俺
達
は
、
石
で
な
く
金
を
自
由
に
し
、
土
器
で
な
く
陶
器

を
つ
く
り
、
水チ

キ
サ
ニ楡

の
衣
で
な
く
紡
い
だ
布
を
織
り
、
伝
承
で
な
く
文
字
を
使
い
、

刳
り
抜
い
た
木
船
で
な
く
板
の
船
を
操
り
、
足
の
下
で
自
然
に
出
来
た
径
で
な

く
手
で
墾
い
た
道
を
つ
け
、
銭
を
飾
り
物
と
し
て
で
な
く
品
物
の
交
換
に
用
い

る
理
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
最
早
や
同
族
の
運
命
は
、
オ
ロ
ッ
コ
族
よ
り
も
惨
め

で
あ
ろ
う
よ
。
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
よ
、
俺
は
、
貴
方
の
父
上
と
共
に
死
な
な
か
っ

た
の
を
常
に
悲
し
ん
で
い
る
。」（
三
九
〜
四
〇
頁
）

ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
内
地
か
ら
や
っ
て
く
る
「
和シ

ャ
モ人

」
ら
が
享
受
す
る
文
明
（《
莨

タ
ン
バ
ク》

や
《
酒
》
や
《
日
本
の
言
葉
》

―
四
〇
頁
）
を
無
視
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
と
、
徐
々
に
感
じ
始
め
て
い
る
。
植
民
地
支
配
は
、
反
発
か
ら
始
ま
っ
て
も
、
い

つ
し
か
依
存
を
深
め
る
形
で
進
行
す
る
。

し
か
し
、
同
時
に
文
明
な
る
も
の
は
、
搾
取
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の

手
先
で
あ
る
人
間
で
さ
え
も
が
、こ
う
し
た
搾
取
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ
た
。第
十
四

章
は
、
ひ
ど
い
傷
を
負
っ
て
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
人
が
、
目
の

前
で
命
を
引
き
取
る
と
い
う
悲
惨
な
光
景
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
日
本
人

は
最
後
に
こ
う
言
う
の
だ

―
「
私
は
死
ぬ
。
も
う
駄
目
だ
。
私
は
帰
り
度
い
。
私

の
国コ

タ
ン土

を
一
眼
見
て
死
に
度
か
っ
た
の
だ
。〔
中
略
〕私
達
の
労モ

ン
ラ
イ
ケ働は

苦
し
い
。
そ
れ

に
私
は
こ
ん
な
病
人
だ
。
し
か
し
働
か
な
け
れ
ば
打
ち
殺
さ
れ
る
。〔
中
略
〕死
ぬ
る

迄
働
か
さ
れ
る
。〔
中
略
〕
そ
れ
が
親ニ

シ
パ分

の
戒イ

レ
ン
カ律

だ
」（
四
二
〜
四
三
頁
）。

そ
し
て
、
そ
う
言
っ
た
き
り
、《
哀
れ
な
日
本
人
は
、
口
と
鼻
か
ら
沢
山
の
血
を
吐

い
て
泣
き
な
が
ら
死
》
に
、《
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
は
死
骸
を
抱
え
て
後
の
叢
林
の
中
の
丘

に
運
び
、
頭
を
死
人
の
故
郷
の
方
へ
向
け
て
埋
め
〔
、〕
そ
し
て
柳
の
樹
を
切
り
、
そ

の
先
端
を
三
稜
の
槍
の
穂
形
に
削
り
、そ
の
頸
部
に
紋イ

ト
ク
バ様

を
施
し
た
墓
標
を
作
っ
て
、

そ
れ
を
土
の
上
に
立
て
て
や
》（
四
三
頁
）
る
の
で
あ
る
。

鶴
田
は
、
資
本
主
義
を
た
ず
さ
え
て
「
北
の
大
地
」
に
乗
り
こ
ん
で
き
た
文
明
、

そ
し
て
先
住
ア
イ
ヌ
に
強
い
ら
れ
た
近
代
的
な
奴
隷
労
働
に
対
す
る
徹
底
的
な
批
判

を
、ア
イ
ヌ
の
語
り
部
の
声
を
通
し
て
語
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
場
面
を
読
む
読
者
は
、

日
本
人
零
細
民
の
死
を
も
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
に
近
い
立
場
か
ら
見
届
け
る
こ
と
に
な

る
。そ

し
て
、
つ
づ
く
最
終
章
に
は
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
タ
イ
プ
の
日
本
人
が
登
場

す
る
こ
と
に
な
る
。
内
地
か
ら
く
る
日
本
人
は
、《
冬
が
来
》
る
と
《
引
揚
げ
》
て
い
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く
の
が
習
い
だ
っ
た
が
、《
六
人
の
日
本
人
が
残
っ
て
い
た
》
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
、《
彼
等
は
歌
を
唱
い
、
話
し
合
っ
て
笑
っ
》
て
い
た
の
で
気
を
許
し
、
コ
シ
ャ
マ

イ
ン
は
、
六
人
の
住
む
《
小
舎
》
ま
で
に
出
か
け
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
す
る
と
、

《
六
人
の
日
本
人
は
、
彼
を
歓
迎
し
て
、
日
本
の
酒
を
飲
ま
せ
》、《
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
は

日
本
の
酒
の
お
礼
に
神オ

イ
ナ伝

を
聞
か
せ
た
り
》（
四
三
〜
四
四
頁
）
ま
で
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
巧
妙
な
罠
だ
っ
た
。
こ
の
後
、
い
き
な
り
《
一
人
の
日
本
人
が

太
い
棒
を
、コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
後
頭
部
に
打
降
し
〔
、〕
他
の
者
共
も
走
り
寄
っ
て
滅

多
打
ち
に
》（
四
五
頁
）
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
の
首
領
た
ち
の
な
か
に
は
、
内
地
日
本
人
の
甘
言
に
ま
ん
ま
と
騙
さ
れ
、

だ
ま
し
打
た
れ
た
者
が
数
多
く
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』の

主
人
公
も
ま
た
同
じ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
第
十
五
章
の
終
わ
り
は
、
切
々
と
し
て
悲
し
い
。

六
人
の
男
達
は
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
が
全
く
死
ん
で
い
る
の
を
確
か
め
た
上
で
、
死

骸
を
川
に
投
じ
た
。
そ
し
て
競
っ
て
舟
に
乗
込
み
、
彼
等
の
情
慾
を
充
す
に
足

る
少
く
と
も
一
人
の
女
の
居
る
対
岸
へ
と
急
い
で
漕
ぎ
渡
っ
て
行
っ
た
。

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
死
骸
は
、
薄
氷
の
張
っ
た
川
を
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
下
り
、
荒

瀬
に
か
か
っ
て
幾
度
か
岩
に
阻
ま
れ
た
が
、
遂
に
一
気
に
ビ
ン
ニ
ラ
の
断
崖
の

脚
部
に
打
つ
か
っ
た
。〔
中
略
〕僅
か
に
氷
の
上
に
見
え
て
い
た
コ
シ
ャ
マ
イ
ン

の
砕
け
た
頭
部
を
、
昼
は
鴉
共
が
啄
み
、
夜
は
鼠
共
が
漁
っ
て
、
そ
の
脳
漿
の

凡
て
を
喰
い
尽
し
た
の
で
あ
っ
た
。（
四
五
頁
）

こ
う
し
て
鶴
田
知
也
は
、
最
初
か
ら
日
本
語
で
書
い
た
も
の
に
す
ぎ
な
く
は
あ
っ

た
と
し
て
も
、
来
る
べ
き
「
ア
イ
ヌ
小
説
」
の
形
を
こ
こ
に
示
し
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
一
貫
し
て
ア
イ
ヌ
の
立
場
か
ら
語
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
こ
こ
で
は
試
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
日
本
人
の
贖
罪
意
識
も
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
と
し

て
の
立
場
か
ら
行
っ
た
文
明
批
判
へ
と
、
た
く
み
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

四
、
先
住
民
文
学
へ
の
非
先
住
民
作
家
の
寄
与

今
日
、
台
湾
で
は
「
原
住
民
文
学
」
の
名
の
も
と
に
、
台
湾
原
住
民
の
現
在
、
そ

し
て
過
去
が
次
々
に
文
学
的
に
ト
レ
ー
ス
さ
れ
、
そ
う
し
た
作
物
の
総
量
た
る
や
、

日
本
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
文
学
に
は
と
う
て
い
太
刀
打
ち
で
き
な
い
ほ
ど
の
規
模
に
ま

で
達
し
て
い
る
。
か
り
に
そ
れ
が
基
本
的
に
北
京
官
話
を
使
っ
て
産
み
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ヌ
系
の
日
本
語
文
学
が
、
何
が
し
か
「
ア
イ
ヌ
ら
し

さ
」
を
漂
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
っ
た
よ
う
に
、
台
湾
の
「
原
住
民
文
学
」
に
は

独
特
の
味
わ
い
が
あ
り
、
原
住
民
の
言
語
が
い
ま
だ
死
に
絶
え
て
は
い
な
い
こ
と
を

高
ら
か
に
示
す
誇
り
高
さ
を
内
に
秘
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
現
実
を
前
に

す
る
と
、
い
ま
や
「
原
住
民
」
な
ら
ぬ
作
家
が
「
原
住
民
文
学
」
を
手
掛
け
る
と
い

う
可
能
性
は
逓
減
し
て
い
る
と
思
う
。
日
本
統
治
期
の
台
湾
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
事
態
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
で
、
強
引
に
も
、
ア
イ
ヌ
の
立
場
に
に
じ
り
寄

ろ
う
と
し
た
鶴
田
知
也
の
試
み
は
、
早
す
ぎ
た
、
そ
れ
こ
そ
越
権
と
も
呼
ぶ
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、そ
れ
は
同
時
に
来
る
べ
き
「
ア
イ
ヌ
文
学
」
―
「
先

住
民
文
学
」
を
先
取
り
す
る
「
前
触
れ
」
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
先
住
民
」

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
す
る
作
家
が
、文
学
を
試
み
よ
う
と
す
る
と
き
、

た
と
え
ば
鶴
田
の
試
み
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
一
顧
だ
に
せ
ず
葬
り
去
ら
れ
る
べ

き
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る㉑
。

一
九
三
〇
年
代
は
、帝
国
日
本
の
周
縁
地
域
（
＝
外
地
）
で
「
先
住
民
文
学
」
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
花
開
い
た
時
代
だ
っ
た
。
皮
肉
に
も
、一
九
三
〇
年
の
霧
社
事
件
が
、

そ
う
し
た
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
た
格
好
に
も
な
る
が
、『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
の
登
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場
は
、「
先
住
民
の
立
場
か
ら
語
る
」
と
い
う
文
学
形
式
の
実
験
と
し
て
、
記
念
碑
的

な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
そ
れ
は
「
野
蛮
人
を
飼
い
馴
ら
そ
う
」
と
す
る
植

民
地
主
義
者
の
欲
望
が
、「
野
蛮
へ
と
近
づ
こ
う
」
と
す
る
欲
望
と
手
を
携
え
な
が

ら
、つ
い
に
は
「
先
住
民
を
装
う
」
と
い
う
文
学
技
法
へ
と
結
実
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
先
住
民
を
飼
い
馴
ら
す
こ
と
」
の
暴
力
性
に
対
す
る
、
粘

り
強
い
抵
抗
と
批
判
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

ペ
ル
ー
の
先
住
民
系
文
学
の
台
頭
を
考
え
る
上
で
、
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
台

頭
し
た
「
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ニ
ス
タ
」
た
ち
の
試
行
錯
誤
を
抜
き
に
し
て
、
そ
れ
を
考
え

る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
も
、
こ
れ
に
関
与
し
た
の
は
か
な
ら
ず
し
も
先
住
民
系
の

活
動
家
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
彼
ら
「
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ニ
ス
タ
」
の

延
長
線
上
に
自
身
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ア
ル
ゲ
ダ
ス
の
よ
う

な
存
在
は
、
鶴
田
知
也
の
よ
う
な
非
先
住
民
作
家
の
評
価
に
あ
た
っ
て
、
ひ
と
つ
の

物
差
と
な
る
だ
ろ
う㉒
。

注①　
周
婉
窈
『
図
説
・
台
湾
の
歴
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
）
で
は
、「
台
湾
」
の
由
来

と
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

―
《
彼
ら
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
〕
は
オ
ラ
ン
ダ
語
でT

ayou
an

と
呼
ば
れ
る
場
所
に
新
し
い
堡
塁
を
築
い
た
。

T
ayou

an

す
な
わ
ち
「
大タ

ー
ユ
ア
ン員」

と
は
、現
在
の
台
南
の
安
平
で
あ
る
。》
し
た
が
っ
て
、

北
海
道
の
地
名
で
、
た
と
え
ば
平び
ら
と
り取

が
ア
イ
ヌ
語
の
「
崖
の
間
」pira-u

tu
r

、
紋
別

や
門
別
が
ア
イ
ヌ
語
の
「
静
か
な
河
」m

o-pet

か
ら
来
て
い
る
の
と
同
様
で
、
日
本

で
も
台
湾
で
も
漢
字
表
記
の
多
く
は
当
て
字
で
あ
る
。

②　

現
在
の
「
北
海
道
」
と
い
う
地
名
の
《
名
づ
け
親
》
は
、
幕
末
・
維
新
期
の
探
検
家

で
あ
っ
た
松
浦
武
四
郎
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
更
科
源
蔵
『
松
浦
武
四
郎　

蝦
夷

へ
の
照
射
』
淡
交
社
、
一
九
七
三
、
表
紙
裏
）。

③　

花
崎
皐
平
は
、
ア
イ
ヌ
詩
人
、
戸
塚
美
波
子
の
詩
句
に
登
場
す
る
《
我
ら
が
モ
シ

リ
》
と
い
う
言
葉
を
と
ら
え
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

―
《
モ
シ
リ
は
、
島
、

国
土
、
世
界
を
意
味
す
る
ア
イ
ヌ
語
で
あ
る
が
、
そ
の
語
源
は
、「
地
」「
山
」
を
意
味

す
るsir

に
「
平
穏
」「
温
和
」「
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
」「
一
寸
し
た
」
と
い
う
意
味

のm
o-

が
つ
い
て
「
島
」
と
な
り
「
国
」
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。》」『
静
か
な
大

地　

松
浦
武
四
郎
と
ア
イ
ヌ
民
族
』岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
、一
九
九
三
、二
〇

〜
一
頁
。

④　

池
澤
夏
樹
『
静
か
な
大
地
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
。

⑤　

知
里
幸
恵
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
、三
頁
。

⑥　

違
星
北
斗
『
コ
タ
ン
』
草
風
館
、
一
九
九
五
、四
三
頁
。

⑦　

西
成
彦
「
日
本
語
文
学
の
拡
散
、
収
縮
、
離
散
」『
淡
江
日
本
論
叢
』
第
三
二
輯
、

二
〇
一
六
、七
二
頁
。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

⑧　

島
田
謹
二
の
『
華
麗
島
文
学
志

―
日
本
詩
人
の
台
湾
体
験
』（
明
治
書
院
、

一
九
九
五
）
は
、「
征
台
陣
中
の
森
鷗
外
」
か
ら
始
め
、
内
地
人
が
台
湾
で
残
し
た
漢

詩
か
ら
本
論
を
開
始
し
て
い
る
。

⑨　
『
華
麗
島
文
学
志
』
の
島
田
謹
二
が
台
湾
出
身
の
日
本
語
表
現
者
を
考
察
の
対
象
か

ら
外
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、『『
華
麗
島
文
学
志
』
と
そ
の
時
代
』（
三
元
社
、

二
〇
一
二
）
の
橋
本
恭
子
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

―
《
島
田
は
戦
後
、
西
洋

文
学
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
明
治
期
の
日
本
文
学
に
つ
い
て
、「
明
治
の
文
学
は
混

血
児
で
あ
る
。
そ
の
混
血
児
は
、
近
代
精
神
の
表
現
で
あ
る
と
と
も
に
、
外
国
文
学
と

い
う
異
質
の
血
を
受
け
て
い
る
か
ら
、そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
美
し
い
。
血
が
複
雑
に
ま

じ
れ
ば
ま
じ
る
ほ
ど
、
じ
つ
は
異
常
に
美
し
い
も
の
が
生
れ
て
く
る
」
と
述
べ
て
い

た
。
し
か
し
、彼
が
歓
迎
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
「
西
洋
文
学
」
と
「
日
本
文
学
」
の

「
混
血
児
」
で
あ
っ
て
、「
日
本
文
学
」
と
「
台
湾
文
学
」
の
「
混
血
児
」
の
方
は
拒
ん

で
い
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。》（
三
六
一
頁
）

⑩　

違
星
北
斗
の
遺
稿
集
『
コ
タ
ン
』（
一
九
九
五
）
や
知
里
幸
恵
の
遺
稿
集
『
銀
の
し

ず
く
』（
二
〇
〇
一
）
な
ど
、ア
イ
ヌ
関
係
の
図
書
を
多
数
出
版
し
て
き
た
草
風
館
が
、

二
〇
〇
二
年
以
降
、『
台
湾
原
住
民
文
学
選
』（
下
村
作
次
郎
、
孫
大
川
、
土
田
滋
、
ワ

リ
ス
・
ノ
カ
ン
編
）
の
出
版
を
手
掛
け
る
に
至
っ
た
。

⑪　

楊
南
郡
『
幻
の
人
類
学
者　

森
丑
乃
助
』（
原
政
治
、
宮
岡
真
央
子
、
宮
崎
聖
子
編

訳
、
風
響
社
、
二
〇
〇
五
）。

⑫　

安
田
敏
朗
は
、
台
湾
帝
国
大
学
の
試
み
が
、
東
京
帝
国
大
学
で
の
金
田
一
京
助
ら
の

ア
イ
ヌ
研
究
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
し
な
が
ら
も
、
知
里
幸
恵
の
よ
う
に

《
日
本
語
作
家
》
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
存
在
を
、
台
湾
が
生
み
出
さ
な
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い
ま
ま
、
日
本
の
植
民
地
支
配
が
終
わ
っ
た
点
へ
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
（「
知
里

幸
恵
と
帝
国
日
本
言
語
学
」『
異
郷
の
死　

知
里
幸
恵
、
そ
の
ま
わ
り
』
西
成
彦
、
崎

山
政
毅
編
、
人
文
書
院
、
二
〇
〇
七
）。

⑬　

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
日
本
語
文
学
の
な
か
に
見
る
「
野
蛮
へ
と
近
づ
こ
う
と
す
る
欲

望
」
に
関
し
て
は
、
下
記
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い

―
「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
文
学
と

「
カ
ボ
ク
ロ
」
問
題
」『
文
学
史
を
読
み
か
え
る
⑧
〈
い
ま
〉
を
読
み
か
え
る
』
イ
ン
パ

ク
ト
出
版
会
、
二
〇
〇
七
．
六
九
〜
八
九
頁
。

⑭　

五
十
年
間
に
及
ん
だ
日
本
の
台
湾
統
治
の
な
か
で
、「
霧
社
事
件
」（
一
九
三
〇
）
に

内
地
作
家
が
応
答
を
試
み
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、《
漢
人
の
最
後
に
し
て
最
大

の
抗
日
革
命
》（
周
婉
窈
・
前
掲
書
、
一
〇
五
〜
六
頁
）
で
あ
っ
た
「
タ
バ
ニ
ー
事
件

（
別
名
：
西
来
庵
事
件
）」（
一
九
一
五
）
に
対
し
て
も
、
日
本
内
地
で
は
菊
池
寛
が
即

座
に
「
暴
徒
の
子
」（
一
九
一
六
）
を
発
表
す
る
な
ど
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
は
い
な
い
。
金
牡
蘭
氏
の
博
士
論
文
『「
わ
れ
わ
れ
」
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

―
日
本

と
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
〈
移
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン

動
〉』（
筑
波
大
学
、

二
〇
〇
八
）
の
「
第
四
章
」
は
、
当
時
、
菊
池
が
関
心
を
抱
い
て
い
た
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫

人
を
は
じ
め
と
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
と
の
関
連
を
扱
っ
て
お
り
、日
本
及
び
そ
の

植
民
地
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
受
容
を
考
え
る
上
で
も
、き
わ
め
て
示
唆
に

富
ん
で
い
る
。
何
よ
り
、「
霧
社
事
件
」
の
よ
う
な
「
原
住
民
」
の
反
乱
で
は
な
く
、

相
対
的
に
は
「
文
明
化
」
さ
れ
て
い
た
「
漢
人
」
に
よ
る
「
抗
日
革
命
」
に
、大
英
帝

国
植
民
地
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
通
じ
る
も
の
を
見
出
し
た
と
い
う

と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
「
漢
人
」
の
反
乱
と
「
原
住
民
」
の
そ

れ
と
を
、
混
同
し
な
い
姿
勢
の
重
要
性
が
見
て
取
れ
る
よ
う
に
思
う
。

⑮　

以
下
、
同
作
か
ら
の
引
用
は
、
現
代
仮
名
使
い
を
用
い
た
講
談
社
文
芸
文
庫
版
を
用

い
、
本
文
中
に
頁
数
を
記
入
し
た
。

⑯　

川
村
湊
は
、講
談
社
文
芸
文
庫
版
『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
の
「
解
説
」
の
な
か
で
以

下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

―
《
彼
が
北
海
道
の
先
住
民
で
あ
り
、侵
略
者
と
し
て
の

異
民
族
の
「
和シ
ャ
モ人

」
に
追
い
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来
の
土
地
を
追
わ
れ
、
流
離
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
物
語
を
作
品
化
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
、実

姉
が
そ
の
夫
の
赴
任
の
た
め
に
居
住
し
て
い
た
朝
鮮
半
島
へ
行
き（
一
九
二
六
年
十
一

月
）、
そ
こ
で
被
植
民
地
の
朝
鮮
人
の
実
情
を
見
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。》

（
二
二
九
頁
）

⑰　

更
科
源
蔵
『
ア
イ
ヌ
と
日
本
人
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
〇
、六
三
〜
四
頁
。

⑱　

遠
田
勝
『
転
生
す
る
物
語

―
小
泉
八
雲
「
怪
談
」
の
世
界
』
新
曜
社
、

二
〇
一
一
、一
〇
〇
頁
。

⑲　
『
海
外
詩
文
庫
⑯
ペ
ソ
ア
詩
集
』（
澤
田
直
訳
、
思
潮
社
、
二
〇
〇
八
）
で
は
、《
詩

人
は
ふ
り
を
す
る
も
の
だ
／
そ
の
ふ
り
は
完
璧
す
ぎ
て
／
ほ
ん
と
う
に
感
じ
て
い

る
／
苦
痛
の
ふ
り
ま
で
し
て
し
ま
う
〔
…
…
〕》（
一
〇
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑳　
《「
汝
等
の
背
後
よ
り
」

―
は
た
し
て
、そ
の
「
赤
イ
ン
キ
」
の
文
字
は
何
語
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
冊
子
を
彼
女
か
ら
じ
か
に
受
け
取
っ
た
の
は
、ハ
ン
グ
ル
で
す
ら
読

み
書
き
で
き
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
朝
鮮
人
の
少
年
で
あ
っ
た
。そ
れ
で
も
ふ
つ
う
に
考

え
れ
ば
朝
鮮
語
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
〔
ヒ
ロ
イ
ン
の
〕
権
朱
英
が
「
投
壜
通
信
」

の
よ
う
に
死
の
間
際
に
手
渡
し
た
も
の
を
中
西
伊
之
助
な
る
内
地
人
作
家
が
、日
本
語

読
者
に
手
渡
そ
う
と
し
た
の
だ
と
「
メ
タ
小
説
」
風
に
こ
の
部
分
を
読
め
ば
、そ
れ
は

日
本
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。》（
西
成
彦
『
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
夢
と
憂

鬱
』
人
文
書
院
、二
〇
一
四
、一
二
三
〜
四
頁
）『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
も
ま
た
ア
イ
ヌ

語
と
日
本
語
の
同
一
性
を
揺
り
動
か
す
、二
言
語
の
境
界
領
域
に
語
り
が
据
え
ら
れ
て

お
り
、
更
科
源
蔵
が
書
い
て
い
る
「
口
碑
化
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と

を
裏
書
き
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

㉑　

在
台
経
験
の
あ
る
日
本
人
の
文
学
の
な
か
で
、
坂
口
䙥
子
の
「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
」

に
つ
い
て
書
い
た
文
章
を
以
下
に
引
い
て
お
く
。
内
地
日
本
人
が
試
み
た
、も
う
ひ
と

つ
の
「
な
り
す
ま
し
の
文
学
」
と
し
て
、『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
記
』
と
は
異
な
る
意
味

で
、
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る

―

 

　
《
彼
女
の
台
湾
滞
在
期
間
は
、一
九
四
〇
年
か
ら
四
六
年
ま
で
と
い
う
五
年
余
り
で
、

決
し
て
長
く
は
な
か
っ
た
が
、そ
も
そ
も
「
蕃
人
」
に
つ
い
て
は
関
心
が
深
か
っ
た
と

み
え
、ま
た
戦
争
末
期
に
は
蕃
地
へ
の
疎
開
経
験
も
あ
っ
て
、そ
の
「
蕃
地
も
の
」
は
、

こ
れ
ま
で
も
あ
ち
こ
ち
で
注
目
を
集
め
て
き
た
。

 
　
『
植
民
地
を
読
む

―「
贋
」日
本
人
た
ち
の
肖
像
』（
法
政
大
学
出
版
局
、二
〇
一
六
）

の
星
名
宏
修
も
、
同
書
の
「
第
四
章
」
で
は
、
帝
国
の
日
本
の
周
縁
部
に
生
じ
た
「
混

血
児
」
の
問
題
を
扱
い
、内
地
日
本
人
巡
査
と
蕃
人
女
性
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
「
混

血
児
」
の
結
婚
問
題
を
描
い
た
「
時
計
草
」（
初
出
一
九
四
二
）
を
重
要
な
作
品
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
る
。「
蕃
地
女
性
」
と
の
雑
婚
の
結
果
生
じ
た
「
混
血
児
」
は
、「
内

地
人
女
性
」
と
結
婚
す
る
か
、「
蕃
人
女
性
」
と
結
婚
す
る
か
で
悩
む
の
だ
が
、
女
性



一
八
二
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作
家
、
坂
口
䙥
子
は
、「
蕃
人
の
血
が
入
っ
た
混
血
児
」
と
の
結
婚
を
欲
望
す
る
「
内

地
女
性
」
の
声
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

―
《
貴
方
の
前
進
な
さ
る
こ
と
は
、

高
砂
族
の
方
と
血
縁
を
深
め
る
だ
け
が
道
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
高
砂
族
の
文
化
を
、

日
本
の
伝
統
に
少
し
で
も
近
寄
ら
せ
高
め
る
の
も
前
進
で
は
な
い
で
せ
う
か
。》

（
一
一
八
頁
か
ら
再
引
用
）

 

　
「
蕃
人
男
性
」
と
の
結
婚
を
夢
見
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、「
混
血
児
」
と
の
結
婚

を
決
意
す
る
「
内
地
女
性
」
の
物
語
を
「
内
地
女
性
」
が
小
説
と
し
て
書
い
た
と
い
う

こ
と
。
台
湾
時
代
の
坂
口
の
作
風
は
、「
内
地
人
の
血
」
と
「
蕃
人
の
血
」
を
ど
う
交

わ
ら
せ
る
か
に
お
も
な
関
心
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

　

し
か
し
、
そ
の
坂
口
は
、
戦
後
に
引
揚
げ
て
き
た
あ
と
も
、
引
き
続
き
、「
蕃
地
も

の
」
を
量
産
す
る
。
な
か
で
も
、
評
価
が
高
い
の
は
、
第
四
四
回
芥
川
賞
の
候
補
作
に

も
な
っ
た
「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
」（
初
出
一
九
六
〇
）
で
、
こ
れ
は
『
戦
争
×
文
学
：

帝
国
日
本
と
台
湾
・
南
方
』（
集
英
社
、
二
〇
一
二
）
に
拾
わ
れ
て
い
る
。

 

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
、「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
や
、「
元
従
軍
慰
安
婦
」
な
ど
へ
の
聞
き

取
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
こ
で
浮
上
し
て
き
た
「
女
の
語
り
」
の
問
題
系

（
＝
サ
バ
ル
タ
ン
問
題
）
を
見
透
か
し
た
か
の
よ
う
な
語
り
口
は
、
い
ま
読
ん
で
も
新

鮮
だ
し
、
坂
口
自
身
が
十
数
年
前
の
「
霧
社
事
件
」
の
記
憶
を
口
碑
に
聴
き
取
っ
た

「
部
外
者
」
で
あ
っ
た
が
故
に
、
そ
の
距
離
感
が
、
か
え
っ
て
物
語
を
「
真
実
の
語
り
」

で
は
な
く
、「
何
度
も
語
り
直
さ
れ
て
き
た
語
り
」
と
し
て
提
示
で
き
て
い
る
。

 

　

同
じ
「
蕃
婦
」
と
し
て
生
き
て
き
た
「
ハ
ツ
エ
」
と
い
う
女
性
が
、
粘
り
強
く
、
時

に
は
茶
化
し
、
時
に
は
お
だ
て
す
か
し
な
が
ら
、「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
」
が
《
日
本
語
・
台

湾
・
タ
イ
ヤ
ル
語
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て〔
中
略
〕早
口
で
せ
っ
せ
と
し
ゃ
べ
る
》（
四
一
六

頁
）
の
を
、
何
と
か
最
後
ま
で
話
さ
せ
る
の
だ
。

 

　

雑
誌
『
社
会
文
学
』
二
八
号
（
日
本
社
会
文
学
会
、二
〇
〇
六
）
に
掲
載
さ
れ
た
李

文
茹
氏
の
論
文
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
台
湾
「
原
住
民
」
の
記
憶
と
表
象

―
霧
社

事
件
を
中
心
に

―
」
は
、「
モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ
の
英
雄
性
」
を
軸
に
し
て
、
え
て
し

て
男
性
中
心
に
語
ら
れ
が
ち
な
「
霧
社
事
件
」
と
い
う
名
の
「
大
き
な
物
語
」
に
対
置

さ
れ
た
「
小
さ
な
物
語
」
と
し
て
の
「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
」
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ

は
《
男
性
中
心
的
な
歴
史
記
述
か
ら
の
逸
脱
》（
一
〇
七
頁
）
を
も
く
ろ
む
《「
彼
女
」

の
霧
社
事
件
》（
一
〇
四
頁
）
の
物
語
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

 

　

霧
社
事
件
で
夫
を
亡
く
し
、
フ
ヌ
ケ
の
よ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
蕃
社
を
出
て
移
住

地
へ
と
連
行
さ
れ
て
い
く
途
中
、
内
地
人
の
巡
査
と
恋
に
落
ち
、
最
後
は
崖
か
ら
身
を

投
げ
て
心
中
を
果
た
す
。
そ
ん
な
ロ
ポ
ウ
（《
男
の
な
さ
け
を
う
け
て
お
れ
ば
、
肌
は

あ
の
よ
う
に
白
く
輝
く
も
の
か
の
オ
》）
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
語
る
ハ
ツ
エ
も
ま
た
、

夫
を
「
高
砂
義
勇
隊
」
に
と
ら
れ
て
、孤
独
に
耐
え
て
い
る

―
《
婿
ど
の
が
戻
っ
て

き
て
、
オ
レ
の
体
に
露
を
し
た
た
ら
せ
て
く
れ
た
ら
、
オ
レ
も
み
ご
と
返か
え
り
ば
な花さ

か
せ
る

か
の
オ
、
お
ぼ
つ
か
な
い
の
オ
。》（
四
一
九
頁
）

 

　

李
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、こ
の
小
説
で
は
《
近
代
的
市
民
社
会
で
隠
す
べ
き

だ
と
思
わ
れ
る
性
に
関
す
る
部
分
の
強
調
に
よ
っ
て
「
蕃
女
」
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
一

面
》
が
《
際
立
た
せ
》
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
う
す
る
こ
と
で
《
山
地
で
問
題

と
な
っ
た
日
本
人
男
性
に
よ
る
セ
ク
シ
ャ
ル
な
暴
力
が
〔
中
略
〕
矮
小
化
》（
一
〇
七

頁
）
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
キ
ラ
イ
が
あ
る
。
し
か
し
、そ
う
し
た
歯
に
衣
を

着
せ
な
い
、
あ
か
ら
さ
ま
な
「
ハ
ツ
エ
」
の
語
り
口
を
一
方
で
は
見
下
し
な
が
ら
、
し

か
し
決
し
て
耳
を
ふ
さ
ぐ
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
喜
々
と
し
て
こ
れ
に
耳
を
傾
け
、

ま
さ
に
「
蕃
女
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
」
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
し
て
「
追
体
験
」
し
よ
う

と
す
る
「
内
地
女
性
」。
そ
の
衝
動
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

 

　
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
で
あ
れ
、「
元
従
軍
慰
安
婦
」
で
あ
れ
の
「
語
り
」
に
耳
を
傾
け

る
者
は
、
男
で
あ
れ
、
女
で
あ
れ
、
自
分
自
身
の
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
、
そ
れ

に
ぶ
つ
か
っ
て
ゆ
く
し
か
な
い
。
男
の
場
合
に
は
そ
れ
が
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」

な
も
の
に
陥
り
が
ち
だ
し
、男
に
向
か
っ
て
過
去
の
性
体
験
を
語
る
女
性
は
そ
う
し
た

男
た
ち
の
好
色
な
耳
を
意
識
し
な
い
で
は
お
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、お
の
ず
と
禁
欲
的

に
な
る
は
ず
な
の
だ
が
、
女
か
ら
女
へ
の
語
り
の
な
か
に
は
、
そ
う
し
た
「
遠
慮
」
が

消
え
去
る
瞬
間
が
訪
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、裸
の
付
き
合
い
が
生
ま
れ
る
の

だ
。

 

　
「
蕃
婦
ロ
ポ
ウ
の
話
」
は
、「
内
地
女
性
」
と
「
蕃
人
女
性
」
の
あ
い
だ
で
、
た
が
い

が
牽
制
を
加
え
つ
つ
も
、そ
の
「
遠
慮
が
消
え
去
る
瞬
間
」
を
こ
そ
描
い
た
小
説
な
の

で
あ
る
。》（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
サ
イ
ト
『
複
数
の
胸
騒
ぎ
』
二
〇
一
六
年
九
月
二
二

日
掲
載
）

㉒　

そ
の
遺
稿
と
な
っ
た
論
文
「
ペ
ル
ー
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ニ
ス
モ
の
存
在
理
由
」

の
な
か
で
、
ア
ル
ゲ
ダ
ス
は
《
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ニ
ス
モ
文
学
は
、
僕
婢
以
外
の
運
命
は
考

え
ら
れ
な
い
堕
落
し
た
イ
ン
デ
ィ
オ
〔
中
略
〕
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
拠
の
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ニ
ス
モ
と
呼
ば
れ
る
物
ナ
ラ
テ
ィ
ー
バ

語
、告
発
の
記
録
と
し
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て
だ
け
で
は
な
く
、原
住
民
が
人
間
的
可
能
性
に
お
い
て
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
点
で
意
義
が
あ
る
》
と
語
っ
て
い
る
（
細
谷
広
美
訳
、『
現
代
思
想
／
臨
時
増

刊
／
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
』
青
土
社
、
一
九
八
八
、六
九
頁
）。
な
お
、『
現
代
思
想
』
の

同
じ
「
特
集
」
に
収
め
ら
れ
た
「
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ア
ル
ゲ
ダ
ス

―
ふ
た
つ
の
貌
」

と
い
う
評
論
の
な
か
で
、
ジ
ョ
ン
・
Ｖ
・
ム
ラ
は
《
ア
ン
デ
ス
の
人
々
の
生
活
や
し
き

た
り
》
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
た
ア
ル
ゲ
ダ
ス
が
、《
彼
等
の
こ
と
ば
を
知
っ
て
い
る
ば

か
り
か
、そ
れ
が
自
分
の
創
作
行
為
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
さ
え
考
え
て
い
た
》（
原

毅
彦
訳
、
前
掲
書
、
九
〇
頁
）
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
今
回
取
り
扱
っ
た
鶴
田
知
也

に
関
し
て
、
講
談
社
文
芸
文
庫
版
『
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
記
』
の
「
解
説
」
の
な
か
で
、
川

村
湊
は
《
鶴
田
夫
人
の
回
想
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語
の
単
語
を
丹
念
に
書
き
込
ん
だ

ノ
ー
ト
が
存
在
し
た
と
い
う
》（
二
二
五
頁
）
と
、
伝
聞
形
式
で
鶴
田
の
ア
イ
ヌ
語
力

に
つ
い
て
書
い
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
「
単
語
」
レ
ベ
ル
の
知
識
で
、
そ
れ
を
「
創
作

行
為
の
基
本
」
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
し
か

し
、「
北
海
道
」
周
辺
地
域
の
先
住
民
族
で
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
が
「
人
間
的
可
能
性
に
お

い
て
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
」
よ
う
と
し
た
こ
と
だ
け
は
、
明
ら
か
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
先
住
民
の
文
化
を
「
継
承
」
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
作

家
の
試
み
と
し
て
は
き
わ
め
て
野
心
的
で
あ
っ
た
し
、
何
度
も
言
う
が
、
そ
れ
は
、
ア

イ
ヌ
系
文
学
に
限
ら
な
い
、
ま
た
日
本
語
に
よ
る
文
学
創
造
に
も
限
ら
な
い
、「
先
住

民
文
学
」
の
「
ひ
と
つ
の
始
ま
り
」
で
あ
り
、と
り
わ
け
「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
言
語
を

用
い
た
先
住
民
系
文
学
」
の
「
前
触
れ
」
で
は
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
本
学
先
端
総
合
学
術
研
究
科
教
授
）


